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製品安全データシート
作成：2016 年 6 月 1 日

1. 製品および会社情報
　製品名： AG-CM-03
　　　　( 銀ナノ粒子インクマーカー )
　製造者情報：
　　AgIC 株式会社
　　〒 113-0033 東京都文京区本郷 5-25-18

ハイテク本郷ビル 1F
　　Email : hello_ja@agic.cc  Tel : 03-3815-8333
　奨励用途及び使用上の制限： 
　　導電性パターンの形成に用いる .
2. 危険有害性の要約
　GHS 分類
　　物理化学的危険性：　

分類基準に該当しないまたは分類できない .
　　健康に対する有害性：

皮膚腐食性 / 刺激性　　　　　　　　区分３
眼に対する重篤な損傷生 / 眼刺激性　区分 2A
皮膚感作性　　　　　　　　　　　　区分 1
生殖細胞変異原性　　　　　　　　　区分 1B
生殖毒性　　　　　　　　　　　　　区分 1A
標的臓器 / 全身毒性（単回暴露）　　  区分 1

（呼吸器系 , 肝臓 , 中枢神経系 , 心臓）
標的臓器 / 全身毒性（反復暴露）　　  区分 1

（眼 , 呼吸器 , 中枢神経系 , 心臓）
標的臓器 / 全身毒性（反復暴露）　　  区分 2

（肝臓）

　ラベル要素

　注意喚起後：　危険
　危険有害性情報：　

アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ
遺伝的疾患のおそれ
軽度の皮膚刺激性
重篤な眼への刺激性
生殖能または胎児への悪影響のおそれ

感嘆符 健康有害性

生殖能または胎児への悪影響のおそれ
臓器の障害（呼吸器系 , 腎臓 , 中枢神経系 , 心臓）
長期の反復暴露による臓器の障害

（眼 , 呼吸器 , 中枢神経系 , 心臓）
長期の反復暴露による臓器の障害のおそれ

（肝臓）

3. 組成・成分情報
　単一製品・混合物の区分：　混合物
　一般名：　
　成分及び含有量

官報公示整理
番号

Cas No. 含有量 %

銀 対象外 7440-22-4 15
エチレングリ
コール *

(2)-230 107-21-1 15 - 25

エタノール * (2)-202 64-17-5 1 - 2
イソプロピル
アルコール *

(2)-207 67-63-0 < 1

添加剤 非開示 非開示 1 - 5
水 対象外 7732-18-5 50 - 70
* 銀　
　安衛法 57 条の 2　通知対象物質　施行令第 18 条の 2
　化管法　第 2 条の 2 第 1 種 No.82 
* エチレングリコール
　安衛法 57 条の 2　通知対象物質　施行令第 18 条の 2
* エタノール
　安衛法 57 条の 2　通知対象物質　施行令第 18 条の 2
* イソプロピルアルコール
　安衛法 57 条の 2　通知対象物質　施行令第 18 条の 2

☆注意書き 
　不浸透性保護手袋 , 保護眼鏡 , 保護マスク , 保護衣を着
用すること . この製品を使用する時に , 飲食または喫煙
をしないこと . 全ての安全注意を読み , 理解するまで取
り扱わないこと .  汚染された作業衣は作業場から出さな
いこと .  使用前に取扱説明書を入手すること . 取扱い後
は手をよく洗うこと .  指定された個人用保護具を使用す
ること .  粉じん／煙／ガス／ミスト／蒸気／スプレーを
吸入しないこと .  容器を密閉し換気のよいところで保管
すること . 屋外または換気の良い場所でのみ使用するこ
と . 
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４. 応急処置

　吸入した場合：
　大量のミストを吸入した場合は直ちに空気の新鮮な場
所に移動させ安静にしてください . 呼吸が弱かったり , 
止まっている場合は , 衣服を緩め呼吸気道を確保した上
で人工呼吸を行ってください . 呼吸していて嘔吐がある
場合は , 頭を横向けにしてください . 

　皮膚に付着した場合：
　直ちにきれいな流水で洗い流してください . 異常を感
じた場合は医師の診察を受けてください .

　目に入った場合：
直ちにきれいな流水で 15 分以上荒い , 炎症が残ってい
るようでしたら医師の診察を受けてください .
洗浄の際 , まぶたを指でよく開いて , 眼球 , まぶたの隅々
まで水がよく行き渡るように洗浄して下さい . コンタク
トレンズを使用している場合は , 固着していない限り , 
取り除いて洗浄を続けてください .

　誤飲した場合：
水でよく口の中を洗浄し , 大量の水を飲ませて , 直ちに
医師の手当を受けてください . 意識があっても無理に吐
かせないようにしてください .

5. 火災時の措置
　消化剤：
　　霧状水 , 乾燥砂 , 泡 , ドライケミカル , 炭酸ガス
　使ってはならない消化剤：
　　特になし
　特定の消化方法：
　　火元への燃焼源を断ち , 消化剤を使用して消化して
ください . 周辺火災の場合は , 移動可能な容器は , 速やか
に安全な場所に移してください .
　保護具等：
　　消化の際は自給式呼吸器具及び完全保護具を着用し
てください .
　　風上から消火活動を行ってください .

6. 漏出時の措置
　人体に対する注意事項：
　　保護具（保護マスク , 空気呼吸器 , 保護手袋 , ゴーグ
ル型保護眼鏡 , 保護面 , 安全帽 , 長袖保護服 , 保護長靴な
ど）を必ず着用して回収してください . 風上で作業して
ください . 多量の場合は , 人を安全に避難させて下さい . 
　環境に対する注意事項：
　　漏れた液を集め回収してください . 回収後はウエス

などで拭き取ってください . 漏出した液体や洗浄に使用
した汚染水が河川等に排出され , 環境に影響を及ぼさな
いよう注意してください . 
　除去方法：
　　砂または不燃性吸収剤で吸収し , 空容器に回収して
ください . 回収した液は , 密閉できる容器に入れ廃液処
分業者に廃液処分を依頼してください .

7. 取り扱い及び保管上の注意
　取り扱い
　技術的対策：
　　眼や皮膚に接触すると炎症を引き起こすことがあり
ますので適切な保護具（保護眼鏡 , 保護手袋）を着用し
取り扱ってください . 取り扱い場所の近くに , 緊急時に
洗眼 , 及び身体洗浄を行うための設備を設置してくださ
い . 休憩場所には , 手洗い , 洗顔等の設備を設け , 取り扱
い後には手 , 顔等をよく洗うようにしてください .
　局所排気・全体換気：
　　強制換気による換気を行ってください .
　注意事項：
　　取り扱いは十分な換気のもとで行ってください .
　保管：
　　キャップを確実に閉めて涼しい場所で保管してくだ
さい . 
　　子供の手の届くところには置かないでください .

8. 暴露防止及び保護措置
　設備対策：　強制換気による換気を行ってください .
　管理濃度　安衛法管理濃度：　未設定 .
　許容濃度：
　　日本産業衛星学会
　　　銀　0.01mg/m3, 
　　　エタノール　400ppm, 
　　　イソプロピルアルコール　400ppm（最大）
　　ACGIH / TWA
　　　銀　0.1mg/m3 （粒子）,
　　　エタノール　1000ppm
　　　イソプロピルアルコール　400ppm
　　STEL
　　　エチレングリコール Ceiling：100mg/m3(H)
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　保護具：　呼吸器　　　　保護マスク
　　　　　　手　　　　　　保護ゴム手袋
　　　　　　眼　　　　　　保護眼鏡
　　　　　　皮膚及び身体　保護衣

9. 物理的及び科学的性質
形状 液体
色 濃褐色
匂い アルコール臭
pH at 25℃ 6 - 8
沸点 未測定
融点 未測定
引火点 なし
自然発火温度 データなし
燃焼範囲 データなし
蒸気圧 水と同様
蒸気密度 データなし
比重 at 25℃ 1.15 - 1.25
溶解度 水に混和
オクタノール / 水分配係数 データなし
分解温度 データなし

10. 安定性及び反応性 
　安定性：通常の取扱い条件下では安定である .  
　反応性：通常の取扱い条件化では安定である .  
　避けるべき条件：高温 , 直射日光 
　混触禁忌物質：強酸化物質 , 次亜塩素酸塩類 , アンモ
ニア 
　 分解による有害性：特になし 

11. 有害性情報 
 　急性毒性 LD50： LD50 ＞ 2000mg/Kg（ラット経口） 
　皮膚腐食性・刺激性： 
　 ･ エチレングリコール 
	 CICAD 45(2002) 記載のウサギ , モルモットを
用いた皮膚刺激性試験結果「mild dermal irritation in 
rabbits and guinea-pigs」のため区分３とした .  
　 眼に対する重篤な損傷性・眼刺激性： 
　 ･ 銀 
	 ウサギの試験で軽度の刺激性 , 48 時間で回復し
ている (IUCLID(2002)) の記載より区分２B とした .  
　 ･ エタノール 
	 ウサギを用いた Draize 試験（OECD TG405）に
おいて中等度の刺激性（moderate irritating）と評価さ
れ (SIDS(2009), DFGOT Vol.12 (1999)), 適用後１～ 3 日
目に角膜混濁 , 虹彩炎 , 結膜発赤 , 結膜浮腫が認められ , 
MMAS (Modified Maximum Average Score：AOI に相当 ) 
が 24.0〔ECETOCTR48 (1998)〕, かつ 7 日以内に症状
が

ほぼ回復している（ECETOC TR No.48(2)(1998)）こと
から , 区分 2B とした .  
　 ･ エチレングリコール 
	 ウサギを用いた眼刺激性試験結果の「エチレン
グリコール（液体又は蒸気）のウサギの眼への短時間暴
露は角膜の永久障害を伴わない角膜への刺激を もたら
す」(CICAD 45(2002)) から区分 2B とした .  
　 ･ イソプロピルアルコール 
	 EHC(1990), SIDS(1997), PATTY(1994), ECETO 
TR(1992), CERI ハザードデータ集 (1999) のウサギでの
眼刺激性試験では , 軽度から重度の刺激性の報告がある
との記述があるが , 重篤な損傷性は記述されていないこ
とから , 区分２A-2B とした .  
 　呼吸器感作性又は皮膚感作性： 
　 ･ 銀 
	 皮膚感作性；粉体の暴露でアレルギー性の接
触皮膚炎を起こす (ACGIH(2001), 銀を 含有する装身具
への接触によりアレルギー反応を生じた (PATTY(5th，
2001)) の 記載があるより区分 1 とした .  
 　生殖細胞変異原性： 
　･ エタノール 
	 マウスおよびラットを用いた経口投与（マウス
の場合はさらに腹腔内投与）による優性致死試験（生
殖細胞 in vivo 経世代変異原性試験）において陽性結
果（SIDS (2009), IARC (1988)）に基づき区分 1B とし
た . なお , in vitro 変異原性試験として , エームス試験は
すべて陰性であり（DFGOT Vol.12 (1999), SIDS(2009), 
NTP DB (2009)）, 染色体異常試験でも CHO 細胞を用い
た試験 1 件の陽性結果を除き他はすべて陰性であった

（SIDS(2009)）.  
　発がん性：情報なし
　生殖毒性： 
　 ･ エタノール 
	 エタノールに関する疫学情報は多く , これまで
の前向き研究あるいはケース・コントロール研究の結果
から , 一定量以上の飲酒が流産の発生あるいは発生のリ
スクを有意に増加させることが報告されている（IARC 
vol.44(1987)）. また , 妊婦の習慣的な飲酒が胎児に発育
抑制 , 小頭症 , 特徴的顔貌 , 精神障害などを起こす胎児
性アルコール症候群が複数の報告で認められる（IARC 
vol.44(1987), SIDS (2009), DFGOT Vol.12 (1999)）. そ
の他に出生前のエタノール摂取による異常として , 口蓋
裂 , 手掌線の異常 , 心房心室中隔欠損 , 耳管欠損などが
見られ , 妊婦がエタノールを大量摂取した場合に催奇形
性と胎児毒性が強く示唆されるとの記述もある（SIDS 
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(2009)）. 以上の疫学報告および疫学研究の結果は , ヒト
に対するエタノールの生殖毒性を示す確かな証拠と考え
られるので区分１A とした . なお , 動物試験では , ラット
およびマウスに経口投与による一世代試験では悪影響が
なく（SIDS(2009)）, マウスの二世代試験で同腹生存仔
数の減少が見られ（SIDS (2009)）, また , ラットの妊娠
期間中の経口投与による一部の試験で多指症 , 多合指症
などの奇形が報告されている（IARC vol.44(1987)）.  
　 ･ イソプロピルアルコール 
	 EHC(1999),IARC(2005),PATTY(1994) の
ラットでの飲水投与による２世代繁殖試験では , 繁
殖 能 お よ び 出 生 仔 の 発 育 に 影 響 な か っ た . 一 方 , 
EHC(1990),ACGIH(2003) のラットでの発育毒性 ･ 催奇
形性試験では , 催奇形性はなかったが , 親動物に体重増
加の低下 , 麻酔作用等の毒性を示した用量で , 妊娠率の
低下 , 吸収胚の増加 , 胎児死亡の増加等の生殖毒性が認
められたとの記述から , 区分２とした .  
　 特定標的臓器・全身毒性－単回暴露： 
 　･ 銀 
	 加熱した金属銀ヒュウムへの４時間暴露試験で
肺水腫を伴う肺の障害が起きた (ACGIH(2001)), 粉塵の
職業暴露で気道の刺激を生じる (ATSDR ToxFAQs(1997))
の記載により区分 1（呼吸器系）に分類した .  
 　･ エタノール
	 ヒトに吸入ばく露した試験で , 昏迷 , 傾眠 , 軽度
の麻痺が観察されている（ACGIH(2001)）. また , エタノー
ル摂取による急性の毒性影響は中枢神経系の障害である
と記載され（DFGOT Vol.12 (1999)）, 重度の中毒では筋
失調 , 霧視 , 複視 , 昏迷 , 低体温 , 嘔気 , 嘔吐 , 痙攣など , 
大量摂取した場合には昏睡 , 反射低下 , 呼吸抑制 , 低血圧
が見られ , さらに呼吸または循環器不全により , あるい
は咽頭反射が欠如した場合には胃内容物吸引の結果とし
て死に至ると記述されている（Patty (5th, 2001)）. 上記
のヒトでの昏迷 , 傾眠などの症状に加え , ラット , マウス
およびモルモットに吸入ばく露した試験における麻酔 , 
傾眠 , 運動失調などの症状の記載（SIDS(2009), DFGOT 
Vol.12 (1999)）に基づき区分３（麻酔作用）とした . 一方 , 
ヒトに試験物質蒸気の吸入ばく露は低濃度でも眼と上気
道に刺激性があるとの記述（ACGIH (2001)）, ヒトに吸
入ばく露した試験で , 咳および眼と鼻腔に疼きを感じた
との報告（Patty (5th, 200 １)）, さらに非耐性の被験者
の吸入ばく露試験では鼻刺激感が報告されている（Patty 
(5th, 200 １)）ことから区分 3（気道刺激性）とした .  

 　･ イソプロピルアルコール 

	 PATTY(1994),ACGIH(2003) の ラ ッ ト で の 吸
入暴露による活動性の低下があるとの記述 , および
ACGIH(2003), CERI ハザードデータ集 (1999) のヒトで
の経口摂取による急性中毒では消化管への刺激性 , 血
圧 , 体温等の低下 , 中枢神経症状 , 腎障害が認められてお
り , 標的臓器は中枢神経系 , 腎臓および全身毒性と判断
し , 区分１とした . また , ACGIH(2003) のヒトで鼻 , 喉へ
の刺激性が認められており , 気道刺激性があると判断し , 
区分３とした .  
　 ･ エチレングリコール 
	 ヒトについて , 「誤飲後 34 日以降に意識障害 , 
痙攣 , 昏迷状態が見られ , 血液科学的検査では尿素 , 窒
素 , クレアチニン , 及び尿酸が増加 , 尿検査で蛋白尿及び
血尿がみられ , 腎障害が認められている . 腎生検で尿細
管に組織学的変化が見られている . また , 肺の軽度なうっ
血がみられた . 」「急性影響には４段階に分けられる . ま
ず暴露後 30 分から 12 時間後に起こる中枢神経系への
作用 , 次に暴露 12 － 36 時間後に起こる心肺系への影響 , 
更に第１及び第２段階で死亡（エチレングリコール）を
免れた者に見られる腎臓障害 , そして中枢神経系への変
性である . 」（CERI ハザードデータ集 97-24(1998)）と
の記載があることから , 標的臓器は中枢神経系 , 腎臓 , 心
臓 , 呼吸器と考えられた .  
以上より , 分類は区分 1( 中枢神経系 , 腎臓 , 心臓 , 呼吸器 )
とした .  
　特定標的臓器・全身毒性－反復暴露： 
　 ･ 銀 
	 粉 体 へ の 職 業 暴 露 で 皮 膚 , 粘 膜 に 色 素 が 沈
着 す る 銀 中 毒 (argyria) を 生 じ る が (ACGIH (2001)), 
(PATTY(5th,2001)), 機能障害として現れるのは夜間視力
の減少である (ATSDR ToxFAQs(1997)) との記載により
区分 1（眼）とした . 粉塵の長期間吸入による肺への沈
着から気管支炎になった (HSDB(2003)) の記載があり区
分 1( 呼吸器：吸入）とした .  
　 ･ エタノール 
	 ヒトでアルコールの長期大量摂取はほとんど全
ての器官に悪影響を及ぼすが , 最も強い影響を与える標
的器官は肝臓であり , 障害は脂肪変性に始まり , 壊死と
線維化の段階を経て肝硬変に進行する（DFGOT (1996)）
との記載に基づき区分１（肝臓）とした . また , アルコー
ル摂取により重度の身体的依存症となった患者は , 振戦 , 
痙攣 , 譫妄の禁断症状に加え , しばしば嘔気 , 脱力 , 不安 , 
発汗を伴い , アルコールを得るための意図的行動 , および
反射亢進が顕著となると述べられている（HSDB, (2003)）
ことから , 区分 2（中枢神経系）とした . なお , 動物試験
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では有害影響の発現はさほど顕著ではなく , ラットある
いはマウスの 90 日間反復経口ばく露試験の場合 , ガイ
ダンス値範囲をかなり上回る高用量で肝臓への影響とし
て脂肪変性が報告されている（SIDS(2009)）.  
　 ･ イソプロピルアルコール 
	 EHC(1990) のラットでの 86 日間または 4 ヶ月
間吸入暴露試験で , 血管 , 肝臓 , 脾臓に影響が認められた
との記述から , 標的臓器は血管 , 肝臓 , 脾臓である判断し , 
区分２とした . なお , 区分２のガイダンス値を超える投
与量では , 腎臓への影響および麻酔作用が認められてい
る .  
　･ エチレングリコール 
	 ヒトについて , 「意識消失 , 眼球振とう」「軽い
頭痛と腰痛 , 上気道の刺激」（環境省リスク評価書３巻
(2004)）との記載があり , 実験動物については「肺及び
心臓に炎症性の変化」（環境省リスク評価書３巻 (2004)）
との記載があることから , 標的臓器は中枢神経系 , 呼吸
器 , 心臓と考えた . なお , 実験動物に対する影響は区分 1
のガイダンス値の範囲でみられた . 以上より , 分類は区
分 1( 中枢神経系 , 呼吸器 , 心臓 ) とした .  
　 吸引性呼吸器有害性： 
　 ･ イソプロピルアルコール 
	  ヒ ト に 関 す る 情 報 は な い が , EHC(1990), 
PATTY(1994) のラットでの気管内投与により , ２４時間
以内に心肺停止による死亡が認められており , かつ , 動
粘性率は概略 1.6 前後であることから , 吸引性呼吸器有
害性があると判断し , 区分２とした . 
12. 環境影響情報 
　水生環境有害性（急性）： 
	 エ チ レ ン グ リ コ ー ル； 魚 類 ニ ジ マ ス LC50 
17800mg/L/96h 
	 エ タ ノ ー ル； 甲 殻 類 オ オ ミ ジ ン コ LC50 
5463.9mg/L/48h(ECETOC TR91,2003) 
	 イソプロピルアルコール；魚類 ヒメダカ LC50 
> 100mh/L/96h( 環境省生体影響試験 1997) 
　残留性・分解性：データなし 
　生体蓄積性：データなし 

13. 廃棄上の注意 
　水質汚濁防止法（生活環境項目）及び下水道法（下水
の排除の制限）に該当しますので , 河川 , 下水等にその
まま排出しないでください .  
本製品を廃棄する場合は , 産業廃棄物処理業として , 都
道府県知事の認可を受けた産業廃棄物処理業者に , 運搬 , 
処理を委託してください .  

　汚染容器及び包材：マーカーは分解せずにそのまま , 
関連法規及び地方自治体の基準に従い , 法により認可を
受けている業者に依頼して処分してください .  

14. 輸送上の注意 
　 「取扱い及び保管上の注意」の項の記載による .  
　 国連分類および国連番号：該当しない 

15. 適用法令 
　安衛法：通知対象物質 
　　　　　銀 , エタノール , イソプロピルアルコール 
　　　　　エチレングリコール
　化管法：第 1 種 銀 No.82 
　毒劇法：非該当 
　化審法：優先評価化学物質 エチレングリコール , イソ
プロピルアルコール 
　危規則：非該当 
　消防法：非該当 

16. その他の情報（引用文献等） 

独立行政法人 製品評価基盤機構 「化学物質総合情報提供
システム（CHRIP）」 
 「GHS 分類対象物質一覧」

本シートの内容は発行時における知見に基づいて作成し
たものです . 作成の目的は製品の安全に関わる情報を提
供するものであって , 性能・品質を保証するものではあ
りません . 記載事項は今後の知見により改訂されること
もあります . 記載内容の内 , 含有量・物理的及び化学的
性質などの値は保証値ではありません . 注意事項は通常
の取扱い対象としたものなので , 特殊な取扱いの場合に
は , この点をご考慮願います . 危険・有害性の情報は必
ずしも十分ではないので , 取扱いには十分注意してくだ
さい . 


